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駅から約200m 

多目的アリーナの整備予定地 

「集」ゾーンとは 
 近くから、遠くからたくさんの 
 人を集めることを狙った、核と 
 なる施設立地ゾーン 

八戸駅西土地区画整理事業 
 「集」ゾーン内の保留地 約１５，０００㎡ 

中学校 

小学校 

高校 

 （※都市機能誘導区域内） 
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多目的アリーナ整備の枠組み 

官民連携の枠組み 

 以下の内容で、協議を進めていく。 
 
【八戸市】 
・ホッケーリンクを主体とした広域集客施設を誘致するため、区画整理保留地を購入し、ＸＳＭ社に無償で貸付を行う。 
・施設完成後に学校教育や地域住民などの利用枠として毎年2,500時間を基本に借り受け、施設使用料を支払う。 
 
【クロススポーツマーケティング株式会社（ＸＳＭ社）】（ゼビオグループ中核会社） 
・通年型アイスリンクを基本とし多目的に利用できるアリーナを建設し、管理・運営を行う。 
・東北フリーブレイズのホームリンクとして利用する。 
・バスケットボール等のアリーナスポーツの興行や、コンサート･コンベンション等を開催する。 
・グループの知見を活かしたイベントの誘致等を行い、事業を成立させる。 

地域内外から多様な世代が集う交流拠点としてアリーナと周辺を整備し、地元や関係者と協力しながら、持続的に賑
わいの創出を図っていく仕組みづくりや、地域活性化策を検討していくこととする。 
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○交通利便性を活かすことで、広域から集客でき、様々なアリーナスポーツやイベント 
 を「観て楽しむ」ことができるエンターテインメント型の多目的アリーナ 
 
○プロスポーツの試合開催以外に、学校教育や地域スポーツで利用するなど、官民連携 
 の新たなスポーツ施設運営モデルとなる施設 
 
○国内外へ「氷都 八戸」をアピールできる場としての施設 

施設のめざす姿 


